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読

苑

探
札
腕
則
琉
球
の
天
然
資
源
三
人

山

本

乃

美

越

農
業
(
主
産
物
、
甘
藷
)
栽
培
業
(
主
産
物
、
甘
能
川
)
水
産
業
(
主
産
物
・
鰹
}
等
の
方
面
よ
り
糊
・
同
市
L
た
る
琉
球

ω

天
然
資
源
は
・
要
す
る
に
前
に
逃
ぺ
た
る
所
の
も
の
〉
却
〈
で
ゐ
る
が
、
此
的
他
に
蕃
産
業
ご
か
、
林
業
、
腕
刷
業

等
の
方
商
は
如
何
三
五
ふ
に
、
琉
球
的
気
候
は
混
駿
で
考
夏
秋
冬
の
別
な
〈
絶
へ
A
V
総
草
を
産
し
、
且
つ
地
勢
上

悪
疫
等
の
侵
入
を
杜
絶
し
て
居
る
所
か
ら
、
畜
産
に
は
好
俊
件
を
備
へ
て
居
る
ご
言
ム
こ
Z
が
出
来
る
、
故
に
古

来
牛
馬
羊
豚
を
飼
育
し
、
殊
に
馬
匹

ω如
き
は
嘗
て
は
賞
物
ご
し
て
日
本
及
び
支
那
に
献
婚
し
た
こ
ご
が
あ
り
叶

又
明
の
時
代
に
は
馬
匹
購
入
の
特
使
が
琉
球
に
派
遣
せ
ら
れ
た
こ
古
苫
へ
あ
る
位
で
、
昔
へ
は
相
官
良
馬
を
産
し

た
も
の
、
如
〈
で
あ
る
が
、
共
り
後
会
〈
岡
純
繁
殖
り
自
然
的
紋
抽
出
に
放
任
し
て
、
事
も
祁
ぽ
岬

ω改
良
に
注
意
し

な
か
っ
た
縛
め
に
、
衣
第
に
退
化
し
て
現
今
は
像
、
り
良
馬
を
産
し
な
い
、
牛
羊
豚
等
に
就
て
も
亦
同
様
で
ゐ
つ

て
、
箪
に
繁
殖
を
計
る
の
み
で
な
く
、
用
音
ご
し
て
の
痕
鎚
を
大
な
ら
し
め
ん
正
せ
ば
、
何
よ
b
も
先
づ
同
音

ω

設

苑

琉
嘩
白
天
然
予
掘
と
入

銀
二
十
六
巷
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置

苑

琉
蹴
回
天
然
資
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と
人
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二
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円
谷
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改
良
を
急
務
正
す
る
・
近
年
此
川
町
黙
に
幾
分
注
意

L
t
改
良
策
を
講
じ

τ居
る
様
で
あ
る
が
、
畜
雌
を
琉
球
り
一

資
源
た
ら
し
む
る
に
は
島
民
り
今
一
段

ω努
力
を
必
要
ご
す
る
、
畜
凶
庄
の
現
版
企
嗣
数
り
上
よ
・
9
示
せ
ば
牛
馬
は

略
ぽ
同
数
で
各
約
三
高
五
六
千
頭
・
羊
豚
は
各
十
高
俄
頭
で
、
殊
に
豚
及
び
山
羊
の
飼
養
頭
数
に
於
て
は
琉
球
は

恐
〈
は
み
ム
闘
で
も
第
一
位
を
占
め
て
居
る
で
ゐ
ら
う
。

林
産
に
就

τは
林
野
地
の
面
積
は
十
三
高
町
歩
俄
郎
も
全
地
時
恨
の
約
六
割
を
占
め
地
球
も
概
し
て
良
好
で
あ
る

が
、
務
政
川
代
に
は
交
議
甚

r不
便
な
・
り
し
よ
り
潟
政
者
は
島
内
仁
木
材

ω依
之
を
威
廿

L
む
る
が
如
き
こ
三
な

き
様
殊
に
林
政
に
注
意
し
て
、
寛
永
年
聞
に
阪
に
山
奉
行
己
都
す
る
特
別
り
機
凶
を
設
け
て
森
林
伐
採
・
立
木
保

存
及
び
造
林
方
法
等
に
闘
す
る
林
政
を
掌
ら
し
め
、
更
に
草
保
年
間
に
は
此

ω
機
関
を
縦
張
し
て
山
林
地
方
に
克

員
を
配
置
し
一
一
府
林
政

ω徹
底
を
計
っ
た
が
、
臨
服
務
後
も
大
館
に
於
て
此
り
制
度
に
撮
っ
て
林
政
を
蕗
理
し
来
つ

た
、
然
る
に
明
治
三
十
二
年
に
土
地
整
理
法
的
後
布
せ
ら
れ
た
正
岡
崎
仁
、
北

(ω
蛍
U

川
出
山
大
な
る
面
積
を
占
め

τ

居
っ
た
仙
山
を
官
布
地
に
編
入
す
る
こ
ご
に
決
定
し
た
絡
め
に
、
島
民
等
は
崎
川
家
容
易
に
木
材
を
得
る
こ
ご
が
出

京
市
な
い
で
あ
ら
う
ご
云
ふ
不
安
り
念
よ
h
、
途
に
濫
伐
を
治
す
に
至
り
、
之
が
斜
め
仁
添
林
を
荒
廠
せ
し
め
花
、

夫
故
に
明
治
三
十
九
年
仁
国
有
林
野
地
は
必
要
ゐ
品
部
分
を
除
草
縁
故
者
に
抑
下
げ
を
絡
す
ぺ
き
方
針
に
改
め
、

爾
来
官
目
白
布
林
は
岡
よ
り
私
布
林
に
も
造
林

ω
築
川
仰
を
錦
し
っ
、
あ
る
も
、

現
放
に
於
て
は
未
だ
林
産
資
源
芭
し

τ之
に
期
待
を
持
ち
得
る
程
度
に
迄
は
淫

Lτ
居
ら
ぬ
。

" 
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鎖
産
に
於
て
は
石
決
・
燐
備
・
銅
・
硫
黄
等
を
歎
へ
得
る
も
、
銅
E
A
ぴ
硫
黄
は
其
の
量
に
於
て
も
亦
其

ω債
格
に

於
て
も
左
迄
重
大
槻
す
べ
き
程
の
も
の
で
は
な
い
、
併
し
石
炭
及
び
燐
磁
は
天
然
資
源
に
乏
し
き
琉
球
に
は
看
過

す
べ
か
ら
古
る
一
資
源
ご
縛

L
τ
も
可
ぃ
、
石
晶
体
り
主
産
地
は
入
重
山
で
め
る
が
、
所
諦
八
重
山
放
な
る
も
の
は

嘉
永
六
年
ペ
戸

y
が
浦
賀
に
来
h
通
商
互
市
を
諦
へ
る
蹄
途
琉
球
に
立
寄
り
、
金
品

ω地
質
を
調
査
し
た
る
際
に

脇
田
見
せ

ιれ
た
る
も

ωで
あ
っ
て
、
其
の
後
務
政
時
代
に
は
薩
人
之
が
採
掘
に
着
手
L
た
る
こ
Z
ゐ
る
も
一
時
中

絡
し
居
れ
る
を
、

日
清
戦
役
後
再
び
採
掘
を
始
め
、
時
に
浮
沈
な
き
に
あ
ら
ざ
り
し
も
現
今
に
於
て
は
兎
に
も
角

仁
も
鎖
M
酬
の
坪
数
二
百
五
十
高
坪
、
採
掘
噸
数
四
高
噸
に
蓮

L
て
居
る
、
族
研
却
は
良
好
で
コ

1
h
y
z
製
匙
R
A
び
汽

繊
用
に
通
し
、
従
来
は
肇
海
及
び
支
那
方
面
に
輸
出
せ
ら
れ
た
、
燐
繍

ω主
産
地
は
-
ア
サ
島
即
ち
大
東
島

ω
一一分

島
で
あ
っ
て
、
岡
島
は
明
治
二
十
五
年
に
我
が
軍
艦
一
陣
内
に
依
b
て
探
見
せ
ら
れ
、
其
の
後
燐
磁
的
豊
富
な
Z
所

よ
b
曾
刑
を
組
M
m

し
て
之
が
採
掘
に
従
事
す
る
こ
正
、
な

b
、
以
て
今
日
に
及
ん
で
居
る
。

天
然
資
源
よ
h
脱
袋
せ
る
琉
球
自
憧
り
賞
質
若
〈
は
其

ω
質
力
ご
も
稀
す
べ
き
も
の
は
、
要
す
る
に
以
上
越
ペ

た
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
是
等

ω天
然
資
訴
が
今
日
に
至
る
迄
端
質
上
島
民
に
如
何
科
的
恩
恵
を
典

へ
て
居
る
か
正
一
云
ふ
仁
、
此

ω貼
仁
闘
し
て
は
自
然
は
畢
覚
受
働
的
で
.
之
を
善
〈
刺
則
す
る
も
思
く
刺
則
す
る

も
夫
れ
は
会
〈
別
用
者
其
の
人
に
依
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
之
を
利
用
せ
ん

Z
T
る
島
民
の
勤
勉
努
力

ω穂
度
如

何
ご
云
ム
ニ
デ
ゼ
考
慮
に
入
れ
す
し

τは
瞬
々
に
論
断
す
る
ニ
正
は
曲
家
自
が
・
併
し
島
民

ω勤
勉
勢
力
の
程
度

配

苑

琉
草
山
天
然
費
出
協
と
人

第
二
十
六
巷
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如
何
の
問
題
は
後
仁
別
に
之
を
論
宇
品
ニ
戸
、
、
し
、
議
に
は
妨
〈
事
質
を
其
の
健
仁
観
察

Lτ
、
琉
球

ω天
然
資

.
一
換
が
現
に
島
民
に
輿
へ
て
居
る
恩
恵

ω程
度
を
概
評
せ
ん
に
、

農
産
の
方
面
に
於
て
は
甘
藷
及
び
米
を
某
の
主
な
る
も
の
Z
し
て
年
額
堂
千
奉
四
百
高
凶
(
内
、
廿
諾
は
七
割

以
上
を
占
め

τ居
る
)
中
、
腕
腕
外
に
移
出
せ
ら
る
、
も
の
は
僅
に
会
四
拾
諸
国
で
、
他
は
全
部
品
内
に
於
て
消
費

せ
ら
れ
、
街
ほ
之
れ
だ
け
で
は
需
要
を
充
た
す
仁
足
ら
ぬ
所
か
ら
、
年
々
四
五
百
高
園
内
農
産
物
の
輪
移
入
を
匁

し
て
居
る
が
、
其
の
主
な
る
も
の
は
米
及
び
大
豆
で
あ
る
、
故
に
差
引
農
産
物
に
於
て
数
百
高
闘
を
麟
外
に
支
惜
別

は
ね
ば
な
ら
ぬ
獄
態
に
在
る
o

栽
培
的
産
物
正
し

τは
問
よ
b
仕
藤
第
一
位
を
占
め
年
頒
七
八
百
高
岡
仁
達
す
る

も
・
之
は
大
部
分
製
糖
尿
料
ご
し
て
島
内
に
於
て
消
費
せ
ら
れ
て
居
る
。

水
産
の
方
面
に
於
て
は
鰹
(
漁
獲
高
年
額
約
煎
一
内
高
岡
)
を
第
一
ご
し
、
従
て
共
の
製
品
た
る
鰹
節

ω年
額
約
会

百
官
両
国
中
武
百
五
拾
官
両
国
粍
は
移
出
品
ご
し
て
豚
外
に
出
づ
る
も
、
共
の
他

ω水
産
製
地
物
約
会
汀
高
岡
及
び
漁

獲
物
約
六
七
拾
官
両
国
は
島
内
に
於

τ消
費
せ
ら
れ
、
術
ほ
年
々
四
五
拾
諸
国
り
移
入
を
錯
し

τ居
る
ご
一
五
ム
有
様

で
あ
る
。

音
産
の
方
面
じ
於
て
も
亦
奉
府
高
園
内
外
の
年
斑
額
ゐ
る
も
、
内
輪
移
出
せ
ら
る
、
も
の
は
四
五
拾
高
岡
に
渇

ぎ
す
し
て
、
礎
額
或
行
四
五
拾
両
国
は
眠
脚
内
に
於

τ消
費
せ
ら
る
い
、
。

林
産
に
於
て
は
百
五
六
拾
高
困

ω年
産
額
あ
る
も
、
之
を
以

τは
到
底
師
脚
内

ω需
要
を
充
た
す
仁
足
ら
ぬ
、
故

，......・"・



に
木
材
共
の
他
ゆ
林
庫
物
を
合
し
て
年
額
六
七
拾
高
岡
り
轍
移
入
を
矯
し
て
居
る
o

鉱
産
物
は
年
額
入
九
拾
高
岡
乃
至
高
且
百
諸
国
汗
償
額
り
縫
動
に
よ
り
夏
に
夫
れ
以
上
的
成
額
に
越
す
る
こ
ご
ゐ

る
も
、
石
油
の
轍
移
入
額
多
聞
拾
高
岡
に
上
る
が
故
に
、
差
引
五
拾
高
岡
内
外
的
勝
外
移
出
力
が
め
る
ご
一
百
ひ
得

ト
T
ヲ。以

上
の
外
工
産
物
ご
し
て
は
砂
糠
豪
千
武
晶
君
音
高
岡
、
泡
川
畑
約
武
百
高
圏
、
織
物
約
奉
百
高
闘
を
主
な
る
も
の

zlvτ
総
額
或
千
参
四
宵
官
両
副
に
越
す
る
も
、
工
産
物
の
移
山
額
蛍
千
多
四
百
高
岡
移
入
額
約
堂
千
蛍
汀
高
岡
に

上
る
を
以
て
、
差
引
工
産
物
仁
於

τは
其
の
康
額

ω
九
糊
以
上
が
聯
内
に
於

τ消
費
せ
ら
る
、
ご
同
一
の
結
果
芭

な
る
。之

を
要
す
る
に
琉
球
の
天
然
資
源
が
或
は
原
放

ω値
に
或
は
加
工
接
形
せ
ら
れ
て
、
其
の
佐
民
に
恩
恵
を
奥
へ

っ
、
あ
る
程
炭
を
生
産
物
の
形
に
於
て
評
腐
せ
ば
、
年
額
約
五
千
六
七
百
諸
国
に
相
官
す
る
正
云
ふ
こ
ご
が
出
来

ょ
う

而
し

此
の
中
よ
h 
移
出
組
事耳
約
査
=r-
-'-r、
，七
百
高
岡
を
差
引
き
残
額
約
四
千
寓
国
ピ

之

移
入
総
額
品(.J

堂
千
八
百
高
岡
を
加
へ
て
合
計
約
五
千
八
百
高
聞
な
る
も
の
は
住
民
の
消
裂
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
劃

Lτ
生
産
総
額
は
五
千
六
七
百
高
岡
仁
過
ぎ
凶
の
で
ゐ
る
か
色
、
結
局
百
高
圃
乃
至
武
百
高
闘
り
不
足
を
生
十
る

'
こ
吉
、
な
る
の
で
あ
る
、
帥
も
少
〈
ご
も
此
の
差
額
だ
け
は
琉
球
住
民

ω負
債
Z
な
っ
て
残
る
誇
で
あ
っ
て
、
若

し
他
に
之
を
緩
和
す
る
方
法
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
琉
球
は
今
日
迄
に
脱
に
経
済
的
に
破
産
の
宣
告
を
受
付
て
居

陸

施

琉
球
白
天
保
安
源
と
人

第
二
十
穴
魯

~，、

五

第
四
都
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亙
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静
岡
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六
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苑

琉
球
。
一
文
縞
費
源
と
人

詑

る
筈
で
ゐ
る
が
、
幸
ひ
に
も
麟
外
へ
の
出
稼
人
の
遊
金
等
に
依
与
、
辛
ふ
じ

τ其
の
負
債
芭
な
る
ぺ
量
分
の
埋
合

せ
を
翁
し
て
居
る
吉
一
五
ム
有
様
で
あ
る
。

間
半
に
其
の
生
活
を
支
ふ
る
鮎
の
み
よ
b
考
へ
て
も
、
島
民
は
既
に
此
の
如
き
窮
放
に
陥
っ
て
居
る
、
然
る
に
之

に
加
へ

τ彼
等
の
自
ら
招
き
た
る
苦
L
み
ご
は
云
へ
、
思
慮
な
き
急
進
的
の
自
治
の
賀
行
は
常
然
財
政
的
自
給

ω

重
荷
を
伴
ひ
、
直
接
岡
税
・
脱
税
・
市
町
村
税
等
を
合
せ
て
年
額
多
宵
高
回
以
上
、
郎
ち
卒
均
一
戸
常
或
扮
入
国
俄

の
重
枕
を
負
指
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
住
民
の
惨
紋
や
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
、
放
に
大
疋
十
三
年
度

ω

調
査
に
操
れ
ば
、
腕
枕
の
未
牧
入
額
拾
高
国
伶
、
市
町
村
枕

ω滞
納
額
武
拾
四
諸
国
伶
に
上
っ
て
居
る
の
は
少
し

も
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
。

( 

"rU 
) 

以
上
の
計
献
は
沖
棚
田
胴
勢
硬
路
及
川
げ
沖
綱
麟
鴎
回
調
査
有
料
に
操
る
。

以
上
は
主
芭

L
て
琉
球
の
天
然
資
源
が
現
に
共
の
住
民
に
恩
恵
を
奥
へ
つ
、
あ
る
程
度
如
何
正
一
耳
ふ
鮎
よ
h
問

題
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
阪
に
謡
べ
た
る
が
如
〈
自
然
は
皐
覚
受
働
的
で
、

之
が
完
全
に
利
用
ぜ
ら
れ
つ

、
あ
ち
ゃ
否
や
さ
云
ふ
こ
ご
は
、
金
〈
英
の
刺
用
者
た
る
人
仁
依
る
問
題
で
あ
る
、
語
を
換
へ
て
言
へ
ば
自
然

ω

能
率
を
十
二
分
に
後
揮
せ
し
め
て
居
る
か
否
か
ご
云
ふ
こ
己
は
、
共
の
自
然
の
環
境
に
養
は
る
、
人
の
勤
勉
努
カ

の
程
度
如
何
仁
係
る
問
題
で
あ
る
、
故
に
斯
か
る
見
地
よ
b
五
日
人
は
真
に
「
琉
球
の
人
』
に
就
て
考
察
し

τ見
る
必

要
が
ゐ
る
o
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「
琉
球
の
人
』
に
就
て
知
ら
ん
正
欲
せ
ば
・
彼
等
並
に
彼
等
の
頑
先
山
町
議
し
た
隠
奥
は
其

ω人
ご
な
h
を
知
る
じ

最
も
有
力
な
る
資
料
己
な
る

ωで
あ
っ
て
、
此

ω意
味
に
於
て
寄
人
は
前
に
比
械
的
長
〈
琉
球
り
史
質
に
就
て
遁

ぺ
て
置
い
た
謬
で
あ
る
が
、
阪
に
記
し
た
如
〈
一
千
年
的
歴
史
を
有
す
る
『
琉
球
叫
人
』
に
は
凶
よ
り
賞
讃
ず
べ
き

幾
多
の
美
貼
ぜ
、
叉
之
を
代
表
す
る
人
物
が
何
れ
の
時
代
に
も
出
て
居
る
こ
ご
は
事
震
で
あ
っ
て
、

一
部
の
人

ω

批
評
す
る
が
如
〈
に
好
ま
し
か
ら
グ
る
あ
ら
ゆ
る
性
質
を
代
表
せ
る
人
々
で
で
も
あ
る
か
の
如
〈
に
謂
ふ
・
』
ご
は

会
〈
謀
れ
る
視
察
で
あ
る
が
、
併
し
叉
他
方
よ
り
之
を
考
ふ
る
時
は
、
闘
情
彼
等
を
し
て
斯
〈
な
ら
し
め
た
か
・

叉
彼
等
自
ら
か
、
る
国
情
を
導
〈
に
至
っ
た
か
、
某
の
何
れ
が
困
で
あ
b
又
目
指
で
あ
る
か
ご
一
五
ふ
問
題
は
姑
〈
掛

き
、
:
・
目
・
否
恐
〈
は
何
れ
も
因
Z
な
り
又
旧
誕
百
な
っ
て
居
る
Z
翻
る
方
が

E
L
い
か
も
知
れ
ぬ
が
・
:
兎
に

も
角
に
も
之
を
部
分
的
若
〈
は
局
部
的
に
観
察
せ
争
し
て
総
括
的
全
般
的
に
観
察
し
て
、
琉
球

ω人
が
一
般
に
困

循
姑
息
で
進
取
的

ω気
慨
に
乏
し
〈
、
唯
目
前

ω事
に
の
み
淡
々
正
し
て
泣
き
附
川
市
市
を
慮
る
の
念
に
乏
し
い
ピ
云

ふ
駄
だ
り
は
何
人
も
之
を
否
定
L
得
な
い
様
に
思
は
る
、
、
而
し
て
比

ω風
は
女
子
に
於
け
る
よ
り
も
男
子
に
於

て
殊
に
著
し
〈
目
立
っ
て
見
ゆ
る
、

ι仙
の
事
は
さ
す
が
に
古
〈
よ

h
琉
球
ご
交
通
せ
る
支
那
人
は
夙
に
之
を
看
破

し
た
ま
見
へ
、
冊
封
副
使
用
抽
躍
的
著
『
琉
球
闘
志
略
』
容
四
下

ω中
に
も
、

「
男
子
多
仰
給
於
婦
人
、
司
牝
難
之
長
者
十
室
而
九
」

温 可 ー ヤ 日 明 - ， " ， ， - -

ダ
ニ
お
ふ
簡
単
に
し
て
意
味
深
き
勾
を
以
て
之
を
形
容
し
て
居
る
。
叉
寛
政
二
年
森
島
中
良

ω著
は
し
た
「
琉
球
談
」

苑

第
二
十
六
巻

設

琉
掠
山
口
天
熱
費
振
と
人

六
一
七

品
酬
明
暗
酔

入

F七
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詑

宛

琉
球
の
天
然
唱
源
と
人

第
二
十
六
巻

六
一

λ

錫
四
競

入

λ 

中
に
も
『
女
市
」
な
る
題
同
の
下
に
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
琉
球
に
於
て
は
男
子
よ
り
も
事
ろ
女
子
に
勤
勉
の
凪
ゐ

る
こ
E
e
v
窺
は
し
む
る
仁
足
る
弐
の
如
き
記
事
が
ゐ
る
。

『
此
岡
中
辻
山
ご
い
ふ
所
的
海
沿
に
、
早
晩
(
朝
晩
的
意
)
雨
皮
市
あ
台
、
商
人
は
残
ら
中
女
な
り
、
商
ム
所
の

も
の
は
魚
蝦
・
蕃
薯
・
豆
腐
・
木
器
・
磁
隙
・
陶
穏
・
木
枕
・
草
反
等
的
危
物
な
り
、
共
貨
物
何
に
よ
ら
争
品
目
に
裁
量

波
(
坂
)
に
骨
堂
h
嶺
を
下
る
に
偏
よ
ら
中
云
々
』
o

又
圃
へ
片

9
の
一
琉
球
記
中
に
も
女
子

ω勤
勉
に
反
し
て
男
子
の
怠
惰
な
る
紋
践
を
描
い
て
次
の
如
〈
に
遮
べ

τ居

る。
よ】
M
2
m
q
Z
ω
宮
口
日
耳
目

E
Oロ
巧
q
o
p
o

舟
E
O旬
。
『
仲

F
o
z
d司
、
自
ι
匹
。
唱
。

E
o
p
p
m
-
o同
昨
日
ω
-
-
-
-
:
:
-
P巾
市

00同
耳
。

E
g
自
由
同
耳
『

O
ω
m
g祖

E
r
m品
、
《
凶
作

-d~吉
岡
三
F
F
o
F
2
2
岳
ωω
宮内山
0
・
z
p
o
包
」
仰
の

EH仲
間

R
L
o
s
-
ロ
ロ
仏
日
戸
円

O
R
E口
問

E
P
.. 

-
g
z
p
F
m
唱
。
。
円
伊
目
色

B
E
O
ロ
♀

a
H
5
0自
立
O可
作

品

古

同

F
O
E
-巴
E
P
B
O
E
r
o
a
E
u
p
o
E
Z
ω
H
E

出

ugHM仏

tqo呆

2
0
c
m
F
F
H
H
E
O
B
。『

S
E
O
。
F
q
Eロ
弘
、
同
町
円
仔

m
R
ι
E
Eロ可

U
F
E町田

H
P
0
4
0
3、
rotω
。

〉

呂
h
q
F何
回
目
任
。

]00自
民
U
町
岩

2
2口
問
問
『
自

ωn-o岳、

E
品

目

昨

日

ωAEHRuhwncz。
1
q
z
F
ω
司
仰
可

U

『
士
宮
の
報
告
に
よ
る
ご
、
剛
刀
は
蜜
蜂

ω雄
帥
略
的
如
〈
座
敷
じ
這
入
っ
て
遊
ん
で
暮
仁
、
女
は
外
で
よ
〈
働
い

τ居
る
正
云
ふ
・
」
ピ
で
あ
っ
た
。

貧
民
の
女
は
某
閑
宇
裸
値
に
な
っ
て
鋤
鍬
で
も
っ
て
、

互
に
最
寄
り
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の
畑
で
焦
げ
る
慌
な
日
売
の
下
で
、
畑
を
耕
L
て
居
晶
、
然
る
に
茶
や
煙
草
eT
飲
ん
で
居
る
僻
郡
北
は
、
時
に

よ
る
古
茶
や
煙
草
を
屋
外
に
ま
で
持
も
出

L
て
、
枝
川
嫌
が
っ
た
木
影
で
休
ん
で
居
る
-
』
ご
も
ゐ
る
、

あ
は
れ

な
婦
人
は
、
期
〈
の
如
〈
土
地
の
耕
作
に
従
事

L
な
い
時
は
、
叉
休
U
限
も
な
〈
他
的
仕
事
を
作
つ

τ、

懸
命
に
働
い
て
居
る
、
女
は
何
世
阻
ま
で
も
勢
働
者
で
ゐ
る
・
何
所
的
中
部
に
も
、
芭
蕉
布
を
織
る
機
が
結
え
ら
れ

て
居
る
、
ぞ
の
機
械
の
方
法
は
大
越
奇
妙
で
ゐ
る
o
」

由
来
熱
帯
若
〈
は
亜
熱
帯
地
方

ω住
民
は
、
気
候
り
影
響
に
も
困
る
が
似
し
て
活
動
的
り
活
気
に
乏
し
く
、
劣

等
な
る
生
活
耗
度
を
以
て
満
足
可
る
な
ら
ば
単
に
生
命
を
支
ふ
る
に
け
の
事
は
・
定
迄
崎
町
ゼ
宇
し
て
共
的
途

-r見

山
し
得
る
が
故
に
、
兎
角
小
成
に
安
ん

ι倫
安
を
事
と
す
る
風
が
あ
る
、
琉
球
島
民
も
亦
此
の
駄
に
於
て
は
一
穂

の
共
通
性
を
官
官
L
、
等
し
〈
両
国
熱
帯
倒
内
に
在
る
も
肇
潟
島
民
ご
は
共
の
性
絡
に
著
し
き
相
迭
の
あ
る
慌
に
忠
は

る
、
、
西
村
拾
三
氏
が
共
の
蒼
『
市
島
組
事
外
箱
」
中
に
、
琉
球
的
農
民
の
生
活
紋
態
仁
就
て
越
べ

τ居
る
事
は
、

叉
農
民
以
外

ω多
数
の
琉
球
島
民
的
生
活
紋
践
に
之
を
移
し
て
も
大
な
る
説
ふ
り
で
な
い
ご
郁
し
て
可
ぃ
、

日
〈
。

『
琉
球
農
民
ノ
概
況
で
足
ニ
気
楽
ナ
ル
唱
ノ

-
-
7
、
廃
共
ト
ア
ヱ
鍬
鍬
ノ
外
ナ
ジ
、
米
国
ニ
マ
レ
務
腕
-
一

7 

諜
岡
エ

7
v
一
日
明
鍬
一
挺

-7一
ア
事
足

V
9
ト
v
、
其
外
合
類
ト
ア
二
鍋
一
叶
ノ
限

p
-て
プ
雑
炊
-
一

7
v
恭
芋
-
一
守

レ
豚
汁
ユ
マ
レ
一
胡
鍋
一
口
-
一

-7
用
足

ν
y
ト
ペ
茅
屋
』
粗
木
短
材
ノ
椀
立
柱
-
一

V

7
四
壁
ノ
代
用
ニ
蘇
錨

ノ
枯
葉
ヲ
纏
ヒ
刺
竹
ヲ
以
ア
指
ミ
合
セ
、
内
部
川
竹
貸
子
エ
延
ロ
敷
-
一

-y、
凡
金
五
回
ニ
ア
一
同
組
合
ヲ
建
立

v

観

~ 

λ 
九

琉
時
四
天
然
費
源
主
人

第
二
十
六
経

，、

九

第
四
都

生v 
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説

苑

琉
時
空
克
且
踊
費
減
と
人

第
二
十
六
魯

第
四
披

，、

O 

アL
O 

得

4
v
、
中
ユ
』
富
有
ノ
者
唱
ア
レ
ト
毛
岡
合
ノ
農
民
ぐ
ん
尾
厳
禁
ナ
Y

ヲ
以
ペ
只
大
小
康
狭
ノ
差
ア
戸
ノ

ミ
、
昆
合
川
先
グ
如
品
州
、
ヌ
寺
金
ト
ナ
リ
食
ト
ナ
W

ペ
キ
甘
薦
』
三
年
間
ρ

植
付
一
括
ノ
俄
採
取
で
へ
夕
、
蕃

薯
三
一
年
-
一
五
牧
V

得
ペ
夕
、
就
中
蕃
箸
』
一
反
歩
内
申
ノ
部
ヲ
採
食

v
乙
丙
丁
ト
喰
b
h

廻
ル
内
叉
甲
J

部
ヲ

採
食
uv
得
ベ
キ
委
-
一
-
プ
、
左
マ
デ
粒
々
辛
告
ノ
憂
ヒ
毛
ナ
ク
定
二
段
上
ノ
食
物
ナ
リ
、
強
枇
者
川
一
目
玉
六
斤

ヲ
食
λ

ト
云
フ
、
二
三
勝
官
ノ
田
舎
ヲ
巡
回
ユ
グ
如
有
一
ツ
ノ
奇
似

7
y
・
先
ツ
不
馴
ノ
興
夫
持
夫
共
数
十
人

防
限
蹴
捌
ト
随
行

v
、
最
後
蒸
芋
ヲ
納
袋
又
ρ

細
能
-
一
入
レ
娘
馬
一
二
疋
-
一
脊
負
セ
-Y
尾
行
セ

9
、
秋
夏
胤
早

ノ
硝
w
y
ナ
タ
蔓
生
蔽
野
芋
す
へ
取
入
w
v
j
組
制
陰
晩
涼
-
一
座
U
、
鼓
腹
撃
協
帝
カ
何
有
ト
云
プ
へ
キ
景
況
ナ

η
ノ
、
且
衣
類
ノ
如
キ
』
表
多
川
箪
衣
一
一
一
枚
夏
秋
士
銀
布
一
枚
目
一
一
プ
事
足
V

リ
ノ
ト
ペ
亦
市
微
ノ
幾
土
ナ
ラ
ズ

ヤ
」

z。

叉
『
衣
食
住
日
用
風
俗
ノ
事
」
な
る
保
下
に
も
、

『
叉
上
下
一
般
目
指
-
一
ρ

恭
芋
7
用
キ
、
王
家
ノ
如
キ
毛
一
日
一
度
ρ

燕
芋
ヲ
用
キ
、
並
(
他
川
一
一
度
一
一
一
度
ト
毛

蕃
薯
是
用
キ
一
ヶ
月
間
数
度
ノ
米
飯
-
一
一
肱
汁
ヲ
用

w
ヲ
中
等
ト
且
ペ
ジ
、
其
他
紙
V

テ
豆
胤
ヲ
好
メ

y
、
市
中

ザ
人
立
多
蕗
級
陰
涼
風
ノ
来

w
ト
コ
ロ
ュ

ρ

必
見
郁
附
ナ
U
F

琉
締
路
上
-
一
一
児
腐
ヲ
間
貿
セ

y
、
夏
山
品
膝
耐
ノ
節

ナ
ド
定
合
雲
行
キ
ユ
依
リ
党
銭
ノ
豆
腐
碇
-
一
五
周
ニ
下
落
旦
W

如
予
相
場
一
日
数
度
ノ
高
下
ヲ
肌
ぺ
叉
幼
豚

ヲ
市
上
-
一
一
質
問
貝
Z

Y

毛
女
役
-
一
ァ
、
二
三
匹
ノ
小
豚
ヲ
細
カ
ラ
グ
ト
ナ
γ
、
例
ニ
依
y
踊
上
-
一
戴
キ
豚
伏
流
汗

ノ
別
チ
弔
ナ
キ
如
て
是
等
ノ
郡
婦
』
袖
腕
衣
府
信
布
ワ
ヅ
カ
ニ
共
身
ヲ
掩
プ
徒
品
。
」
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己
通
吋
て
居
る
、
「
商
品
組
事
外
篇
」
は
後
藤
敬
臣
編
「
南
島
紀
事
」

Z
共
に
明
治
十
九
年
郎
ち
今
よ
り
四
十
品
同
年
前

の
刊
行
に
か
、
る
も
の
で
あ
る
が
、
四
十
餓
年
後
の
今
日
に
於
て
も
共
の
生
活
放
態
に
は
大
差
な
〈
、
否
一
一
附
年

前
吾
人
の
彼
地
合
視
察
し
た
時
の
如
き
は
、
一
見
仁
之
よ
h
も
甚
し
き
朕
態
を
さ
へ
目
撃
L
た
一
程
で
あ
る
。

其
の
而
積
よ
h，
L
て
も
、
天
然
資
源
よ
h
し
て
も
、
敢
て
多
〈
を
期
待
し
得
な
い
琉
球
的
住
民

ω紋
態
に
し
て

叉
此
的
如
〈
で
あ
り
ご
せ
ば
、
彼
等

ω生
活
版
般
に
製
す
る
向
上
的
向
箆
心

ω
起
ら
な
い
限
り
は
、
叉
共

ω勤
勉

努
力
に
射
す
る
反
省
的
自
奮
心
の
趨
ら
な
い
限
り
は
、
曲
川
来
内
経
済
的
自
給
力
に
嚇
到
し
て
も
亦
多
大
的
希
段
を
瑚

[
得
な
い
よ
う
に
思
は
る
、
、
若
し
経
済
的

ω自
給
力
に
掛

L
て
希
望
や
繋
ぎ
得
る
見
込
が
な
い
己
云
ふ
こ
ど
に

な
る
吉
、
島
氏
に
興
へ
ら
れ
た
る
政
治
上
の
機
能
な
る
も
の
は
会
(
無
意
味
で
あ
る
ば
か
り
で
な
〈
、
育
却
て
有

害
な
る
結
川
掃
を
苫
へ
資
ら
苫
ん
古
す
る
虞
れ
が
あ
る
、
何
ご
な
れ
ば
其
の
奥
へ
ら
れ
た
る
自
治
機
に
依
っ
て
如
何

な
る
事
を
提
案
L
、
叉
如
何
な
る
事
を
決
議
す
る
も
、
夫
れ
が
R

公
安
を
害
せ
A
V
良
俗
に
反
し
な
い
限
・
り
は
島
民
め

自
由
で
あ
る
が
、
若
[
共
の
提
案
な
h
快
議
事
項
な
h
が
財
政
上
中
央
政
府
に
煩
ひ
を
懸
け
ね
ば
問
題
ご
な
ら
グ

る
も
、
中
央
政
府
に
煩
ひ
を
怒
く
る
様
の
こ
己
ゐ
る
時
仁
、
政
府
が
其

ω都
度
之
に
賂
じ
得
F
る
が
如
き
場
合
が

屡
々
起
る
時
は
、
(
質
際
問
題
ご
し
て
は
斯
る
場
合
が
屡
々
起
り
得
る
腐
れ
が
多
い
)
、
認
に
中
央
政
府
ご
島
氏
正

の
聞
に
憂
ム
ペ
き
一
日
開
の
暗
雲
ヤ
一
生
じ
、
相
互
的
関
係
を
親
密
な
ら

L
む
る
よ
り
は
寧
ろ
之
を
阻
隔
せ
し
む
る
危

険
が
多
い
か
ら
で
あ
る
、
放
に
経
済
的
自
給
力
の
如
何
ぜ
云
ふ
事
は
琉
球
的
勝
戒
を
考
へ
る
上
仁
極
め

τ重
大
な

る
問
題
己
な
る
の
で
あ
る
。

E止

苑

タL

琉
球
目
天
然
費
減
と
人

第
二
十
穴
巷

~. ，、

静
岡
脇

'・.'、


